
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の避難所で大人を励ますために新聞を手作りした 

編集部の子どもたちを国連機関が称賛 

「ファイト新聞」ユネスコ顕彰企画実施報告書 
http://fight-shimbun.org 

2012.7.20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時： 2012 年 4 月 2 日（月） 

場所： 国連教育科学文化機関（ＵＮＥＳＣＯ）パリ本部 

主催： 一般社団法人 ファイト新聞社 

「ファイト新聞」Ａ₂Ｏ！実行委員会 



2012年 4月 「ファイト新聞」ユネスコ顕彰企画実施報告書 

【団体・事業名等】 

団体名 
一般社団法人 ファイト新聞社 

「ファイト新聞」Ａ₂Ｏ！実行委員会 

共同主催 ＮＰＯ法人 復興博 

日時 2012 年 4 月 2 日（月）午前 10 時 

場所 国連教育科学文化機関（ＵＮＥＳＣＯ）パリ本部 

参加者 吉田理紗、小山里子、小山奏子、吉田麻尋 「ファイト新聞」編集部員 4 名 

主催 
一般社団法人 ファイト新聞社 

「ファイト新聞」Ａ₂Ｏ！実行委員会 

特別協力 城之内ミサ（ユネスコ平和芸術家） 

共催 ＮＰＯ法人 復興博 

特別協賛 東京恵比寿ロータリークラブ（国際ロータリー第 2750 地区） 

協賛 味の素、パークホテル東京、眞宗寺 

協力 

ＪＡＬグループ、パナソニック、外務省、在フランス日本国大使館、国際交流基金、 

日本文化会館（パリ）、ＡＬＲＩＳＨＡ、虎の門マネジメント、ハートツリー、 

アメニティコクーン、ＭＯデザイン、 

 

 

【総実施費用・実施期間・実施会場】 

総実施費用 １，２９５，７４２万円 

実施期間  2012 年 3 月 31 日 ～ 4 月 10 日 （パリ渡航含む） 

実施場所  国連教育科学文化機関（ＵＮＥＳＣＯ）パリ本部 

 

 

【組織等の状況】 

携わったスタッフ数 16名 （ うち、ボランティア 16名 ） 

 

 

 

 

 

 



【実績】 

(1)目的 

東日本大震災後、宮城県気仙沼市の気仙沼小学校に設けられた避難所で、小学生の女の子呼び掛けで壁新

聞「ファイト新聞」が創刊された。 

初代編集長の吉田理紗（当時小学 1年）は編集方針として「避難所のみんなを元気にしたい」。知人の小学生の

女の子ばかり４人で立ち上げた壁新聞は、第 2代編集長の小山里子（同 3年）ら 10人あまりの編集部の子どもた

ちに引き継がれ、50号までほぼ毎日手作りされた。 

津波で家族や知人を亡くし、家を流され、職場を失った被災者の人々の心を和ませ、「被災地の希望」となった

子どもたちを国連機関であるユネスコが褒め称えることで、被災地に慰めと励ましのメッセージを送る。 

(2)概要 

ファイト新聞への称賛の声が高まる中、2012 年 4 月 2 日に国連教育科学文化機関（ユネスコ）のパリ本部に編

集部の子どもたちが訪ね、ユネスコ文化事務局長フランチェスコ・バンダリン氏（前世界遺産センター長）から「ジュ

ニアジャーナリスト」として顕彰を受ける。 

同時に、ファイト新聞を精巧に復元したレプリカ（複製）を寄贈し、同時に被災者を代表して、これまでの国際支

援に対して感謝の気持ちを伝えるとともに、復興の思いを届ける。 

 さらに、フランスの学校を訪問し、日仏子ども新聞交流会を開催する。 

(3)実施体制 

■担当編成 

主催責任者          ： 小山武（一般社団法人ファイト新聞社）、吉田博文（同） 

総括                ： 松田典子（同上） 

参加児童・生徒        ： 吉田理紗（ファイト新聞編集部）、小山里子（同）、小山奏子（同）、吉田麻尋（同） 

特別協力          ： 城之ミサ（ユネスコ平和芸術家、音楽家） 

参加サポート        ： 小山勝江、吉田智子 

企画・報告書作成     ： 小池真一（ＮＰＯ法人復興博） 

衣装協力          ： 針生拓郎（有限会社セレスト） 

運営協力          ： 大木正文（ＭＯデザイン） 

広報協力          ： 米須菊代（ジャーナリスト）、井上康太郎（同） 

壮行会協力         ： 武山建一（イーシンコミュニケーション）、黒澤美穂子（パークホテル東京） 

 

■準備過程 

2011  7   「東北復興博＠東京 for 2021」実施、ファイト新聞の一部を写真にて紹介 

9   ファイト新聞のレプリカ（複製）制作をセイコーエプソンに依頼 

    11   セイコーエプソン本社にてレプリカお披露目会実施 

     12   ファイト新聞のレプリカを気仙沼にて引き渡し 

2012  2   ユネスコ本部（パリ）での顕彰決定 

3   ユネスコ本部から子どもたち宛の招待状到着 

3   東京恵比寿ロータリークラブ（国際ロータリー第 2750地区）による寄付決定 

    外務省、在フランス・日本国大使館、国際協力基金の協力決定 

    ＪＡＬグループによる渡航補助決定。味の素、眞宗寺の協賛決定 

パークホテル東京のＣＳＲによる壮行会開催 

ＡＬＲＩＳＨＡによる子どもたちのユニホーム完成、パナソニックによるビデオカメラ貸与 



■パリ渡航の実施体制 

スタッフ数   ：参加児童・生徒計 4人（吉田理紗、小山里子、小山奏子、吉田麻尋） 

          小山代表理事、吉田副理事、松田理事（統括）が引率 

          ※小山勝江、吉田智子がサポートとして帯同 

 

■健康・安全対策 

・参加児童・生徒の不測のトラブルに即応可能なサポート体制をパリおよび東京に確保 

・国および協力企業との事前協議、情報共有の徹底 

(4)実施実績 

■ユネスコ顕彰関連 

3/31  ユネスコ顕彰直前の記者会見を東京・虎ノ門で開催 （※共同通信、河北新報、ＴＢＳなど取材） 

      気仙沼出身者による壮行会開催 

4/2   ユネスコ本部 フランチェスコ・バンダリン文化局長と面会、「ジュニアジャーナリスト」として顕彰 

      （※共同通信、読売新聞など取材） 

ユネスコ日本政府代表部表敬訪問、木曽功大使と懇談 

4/3   在フランス日本国大使館表敬訪問、小松一郎大使と懇談 

      ジャンヌダルク学園で子ども新聞交流会、今後子ども新聞交流を行うことで合意（※共同通信取材） 

      日本文化会館（パリ）表敬訪問、竹内佐和子館長と懇談。ファイト新聞レプリカ第 1～10号寄贈 

4/5   外務省表敬訪問 

4/9  気仙沼市役所表敬訪問、菅原茂市長と懇談 （※河北新報、読売新聞、毎日新聞社、ＮＨＫなど取材） 

 

(5)実施効果 

 ユネスコ本部での顕彰は、フランチェスコ・バンダリン文化局長（前世界遺産センター長）から、ファイト新聞編集

部代表の子どもたちが「未来への希望」と褒め称えられ、「ジュニアジャーナリスト」として顕彰された。 

国連機関により被災地の子ども復興新聞が初めて取り上げられ、世界に向けて称揚された事実はマスメディア

を通じて国内外で報じられ、ファイト新聞の偉業の意義を多くの人々があらためて認識する機会になった。 

特に学校現場で教材として取り上げられるなど、子ども新聞づくりの機運を盛り上げることに貢献できた。 

 

 また、ユネスコ本部ならびに日本政府諸機関、フランスの学校などの訪問を通じて、ファイト新聞の子どもたちが

被災者を代表して東日本大震災後の国際社会の復旧・復興支援に対し感謝の気持ちと復興の思いをメッセージと

して発信し、復興に関する国際交流・相互支援の重要性を多くの人々と共有する機会になり得たといえる。 

 

※各メディアの取り扱い詳細は別紙参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【事業の収支結果】 

１  収入の部 

収入 

項目 予算額（円） 決算額（円） 備考 

(1)寄付 １，５００，０００ １，８３８，０００ 余剰金（３３８，０００） 

(2)本事業の事業収入 ０ ０ 
 

(3)その他 ０ ０  

(合計)収入合計 １，５００，０００ １，８３８，０００ 
余剰金（３３８，０００円）は次回企画に

繰り越し 

 

 

2  支出の部 

支出 

項目 予算額（円） 決算額（円） 備考 

(1)旅費交通費 １，４００，０００ １，１３３，４９０ 

編集部員4人およびファイト新聞社理事

3 人のパリ渡航費  

※ＪＡＬグループが渡航費の大幅割引、

パリ宿泊費を全額負担 

(2)会議費        

(3)人件費    

(4)委託外注費 ２０，０００ １０５，０００   
ファイト新聞記者章（400個）製作 

※ハートツリーに支払 

(5)印刷費    

(6)広告宣伝費 １０，０００ ６，２３０ ＨＰ開設費※ドメイン取得､ｻｰﾊﾞｰ契約 

(7)物品購入費 ３０，０００ ２０，０７７ パネル代(ユネスコ)、名刺作成代(７名) 

(8)通信費 ３０，０００ ２６，６９０ 電話連絡および打ち合わせ費用 

(9)雑費 １０，０００  ４，２５５ 
子供たちのユニフォーム宅配料、 

掲載紙購入代、振り込み手数料 

（合計）支出合計 １，５００，０００ １，２９５，７４２ 
余剰金（２０４，２５８円）は次回企画に

繰り越し 

 

 

 

 

 

 



【自己評価】 

(1) 実績の自己評価について 

（目標の達成度、地域・社会への貢献、成果の広がり等） 

本企画の目的については、おおむね達成できた。 

国連機関のユネスコ本部に顕彰され、さらに日本の政府機関、文化施設などでも称揚され、応援を受けることで、被災児童に

よる子ども復興新聞＝ファイト新聞の意義を広く訴求でき、新聞をはじめテレビ番組などで取り上げられた。 

子ども新聞の国際交流の礎を築くことができた。 

マスメディア数社が各媒体で取り上げたが、特にテレビや大手在京新聞の露出を十全なものとする体制づくりが必要だったと考え

られる。 

 

(2) 計画と実績の差について 

（実施体制、事業計画、収支計画、日程等） 

・スタッフの配置の不備で、後援企業の協力要請や広報などを効果的に実施することができなかったところがある。 

・ホームページなどの制作に必要な日数を十分に確保することができなかった。 

・パリ渡航中の編集部員について企画協力者にタイムリーに告知することができなかった。 

・パリ滞在中にファイト新聞レプリカ展を同時開催するなどの関連企画を実現できなかった。 

 

(3) 今後の取り組みについて 

（事業を実施したことによる成果、経験をもとにした計画等） 

広報のための十全のスケジューリング、が枢要である。 

ファンドレイジングを含め綿密な計画の準備と広報活動によってさらなる社会的訴求が可能になり、関連諸機関、企業、団体お

よび個人の協力要請も円滑になると期待される。 

東日本大震災の記憶が人々から日々風化していく中で、「大人たちを元気にする」との編集方針の下、日刊で復旧・復興につ

いて子どもたちが素直な視点でとらえ、伝えたファイト新聞のことを多くの人に知ってもらう機会を多くつくる必要がある。 

ファイト新聞活動の継続・増進を図り、日本国内だけでなく海外との子ども新聞交流の機会を拡充し、その意義について賛同を

得るような具体的活動を持続的に推し進めることが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

「ファイト新聞」A₂O! 企画 主な掲載新聞 

 

 

  

河北新報 12.4/3 朝刊                  四国新聞 12.4/3 朝刊 



 

信濃毎日新聞 12.4/4 朝刊 

 

 

 



  

静岡新聞 12.4/18 朝刊               山陰中央新報 12.4/25 

 

 

 


